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盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
０
年
初
頭
か
ら
猛
威

を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
し
た
が
、
４
年
目
の
本
年
は
漸

く
諸
々
の
制
約
か
ら
も
解
放
さ

れ
以
前
の
社
会
に
一戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
き
っ
と
皆
さ
ま
も
街
歩
き

や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
芸
術
鑑
賞
等

を
自
由
に
楽
し
め
る
幸
せ
を
か
み

じ
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
・お
陰
さ
ま
で
仙
台
オ

パ
フ
協
会
も
２
月
に

「春
の
イ
ン

テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ
２
０
２
３
」
を
、
６

月
に
「
フ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
、
７
月
に
国
際
セ
ン
タ
ー
駅
２

階
で
「サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行

う
な
ど
、
順
調
に
活
動
し
て
お

り
、
現
在
は
本
公
演

「ド
ン
・
ン゙
ョ

ヴ
ァ
と
こ
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
所
で
す
。
今
年
の
本
公
演

は
昨
年
同
様
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
と

ピ
ア
ノ
に
よ
る
伴
奏
で
、
会
場
も

同
じ
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙

台
の
シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル
で
行
い
ま

す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
是
非
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

創
立
５０
周
年
を
目
前
に
控
え

た
仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
で
す
が
、
地

元
の
力
で
本
物
の
舞
台
を
…
と
い

う
情
熱
は
常
に
財
政
的
な
苦
難

と
隣
り
合
わ
せ
で
も
あ
り
ま
し

た
。
オ
ペ
ラ
の
制
作
に
は
多
大
な

資
金
が
必
要
で
、
本
年
も
厳
し
い

状
態
で
す
。
賛
助
会
員
の
皆
さ

ま
に
は
尚
一層
の
ご
支
援

奏
」協

力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
宣
ハ体
的
に
は
年
会
費

の
納
入
、
プ
ロ
グ
フ
ム
ヘ
の
広
告
協

賛
、
臨
時
寄
付
等
）
ま
た
、
一人
で

も
多
く
の
方
か
ら
応
援
を
頂
き

た
く
、
新
し
い
会
員
の
ご
紹
介
も

大
歓
迎
で
す
。
ど
う
か
皆
さ
ま
、

当
協
会
が
地
元
の
音
楽
文
化
振

興
に
寄
与
し
続
け
ら
れ
る
よ
う

お
力
添
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
ご
健
康
と
益
々
の
ご
繁
栄

を
祈
り
つ
つ
。

２
０
２
２
年

度

の
演

目
は

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
の
Ｔ
ジ
・フ
ァ

ン
・ト
ゥ
ン
ニ

。
△
フ
回
は
電
子
オ

ル
ガ
ン
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
伴
奏
で

公
演
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
の

試
み
で
観
客
の
方
々
の
反
応
も

気
に
な
り
ま
し
た
が
、
結
果
的

に
は
評
判
も
良
く
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
久
々
に
演
出

を
担
っ
て
く
だ
さ
っ
た
恵
川
先

生
に
は
本
番
ま
で
の
間
、
我
々
の

足
り
な
い
と
こ
ろ
を
ビ
ンヽ
が
ン
と

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ンヽ
ア

タ
ー
ホ
ー
ル
の
舞
台
が
客
席
に

近
か
っ
た
か
ら
か
、
お
客
様
か
ら

は
客
席
と
舞
台
の
一体
感
を
得

や
す
い
出
来
上
が
り
だ
っ
た
と

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
客
演
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
も
心
か

ら
感
謝
で
す
。

昨

年

度

コ
ロ
ナ
と
地

震

に

よ
っ
て
開
催
中
止
と
な
っ
た
春
の

イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
ォ
を
今
年
の
２

月
に
開
催
。
△
ム
場
に
は
た
く
さ

ん
の
方
々
に
来
場
い
た
だ
き
、
出

演
者
も
喜
ん
で
演
奏
に
臨
み
ま

し
た
。
生
の
演
奏
会
を
期
待
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
た
方
々
が
こ
ん

な
に
も
大
勢
い
ら
し
た
こ
と
に

嬉
し
さ
を
感
じ
た
コ
ン
サ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

先
日
６
月
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
し

ば
ら
く
開
催
出
来
な
か
っ
た
総

会
コ
ン
サ
ー
ト
を
ラ
ン
チ
付
き
で

４
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。
や

は
り
生
演
奏
は
嬉
し
い
。
一日
も

早
く
に
コ
ロ
ナ
の
不
安
か
ら
解

放
さ
れ
て
安
心
し
て
歌
い
ま
た

演
奏
を
聴
け
る
日
が
戻
っ
て
く

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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仙
台
市
政
功
労
者
表
彰

本
協
会
芸
術
監
督
の
佐
藤
淳

一が
、多
年
に
わ
た
る
テ
ノ
ー
ル
歌

手
と
し
て
の
優
れ
た
活
動
と
音

楽
文
化
の
普
及
発
展
等
、仙
台

市
の
芸
術
文
化
振
興
に
お
け
る

功
績
が
認
め
ら
れ
、
仙
台
市
政

功
労
者
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
２
０
２
３
年
７
月
３

日
０
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
協
会
で
も
長
く

芸
術
監
督
と
し
て
、ま
た
歌
手
と

し
て
数
々
の
公
演
を
創
り
上
げ

て
き
ま
し
た
。△
フ
後
一層
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

春

の
イ

ン
テ
ル
メ

ッ
ツ
ォ
２
０
２
４

「
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

芸術監督

佐藤 淳一

「春のインテルメッツォ 2023」 で

は、コーディネーターを務めさせて

いただきましたc前 年度の 2022

年はコロナウイルス感染症蔓延の

リスク回避で中止となったため、2

年ぶりの開催。テーマは「恋Jc

楽しみにしてくださっているお客様

のためにも、華やかなプログラムを準備しました。

オープニングは演技もつけながらの合唱が披露さ

れ、賑やかな幕開けとなりました。演奏部会員もそ

れぞれのアリアをのびのびと歌い上げ、お客様の前

で演奏できることの喜びを改めて実感する機会とな

りました。お客様も盛大な拍手を送ってくださり、とて

も温かい雰囲気での会となりました。これかいも、皆

様に愛される団体であり続けたいと思います。

5.
2024年
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14:00開演 G定 )

～
オ
ペ
ラ
名
曲
集
～
」

需
羹
移
奮ヽ
ガ
響
点
ん

2002年 に演奏部会員

になって 2年 目の私は、

コジ ファン トゥッテの
合唱で参加しました。そ

の稽古場が「喜劇なのに

キレスト陣、大変そう…J

そんな風に映りました。昨

年の本公演でドラベッラ

を演じ感じた事は、喜劇だから難しい 1と

20年前のコジの諸先輩に頭が下がりまし

た。とりあえず、幕が降りて安堵。しかしな

がら、指揮と演出の先生の厳しく熱心なご

指導と仲間と悩みながら繰り返し稽古をした

あの夏は、私の過ごした夏の中で一番濃く

充実していた時間だったと感じています。

齋藤 翠
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/公演に向けてGO!～
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
様
の
５
類
と
な

り
、
コ
ロ
ナ
前
と
ほ
ぼ
同
様
に

様
々
な
公
演
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
本
協
会
で
も
、

９
月
の
本
公
演

「ド
ン
・゙
ン
ョ
ヴ
ァ

と

こ
開
催
に
向
け
、
ス
タ
ッ
フ

も
キ
ャ
ス
ト
も
熱
意
を
持
っ
て
よ

り
良
い
る
ア
ー
ジ
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
日
本
語
上
演
。
立日

楽
稽
古
で
は
、
指
揮
の
佐
藤
寿
一

氏
の
も
と
、
音
楽
表
現
と
言
葉

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
時
に
は
歌
詞

の
修
正
を
検
討
し
な
が
ら
の
レ
ッ

二ンアウジるす或
〔
誘をナ一リ

．工
．
ツ古稽

鮎
酵
計

ス
ン
ｃ
６
月
か
ら
は
、
演
出
の
伊

藤

み
弥

氏
の
立
ち
稽
古
が
ス

タ
ー
ト
。
Ｆ
ッ
ー
」
と
度
肝
を
抜

く
、
み
弥
さ
ん
の
解
釈
。
キ
ャ
ス

ト
も
演
技
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
合
い
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な

が
ら
の
稽
占
が
進
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
電
子
オ
ル
ガ
ン
と
ピ

ア
ノ
が
担
当
し
ま
す
。
昨
年
の

公
演
を
糧
と
し
、
更
に
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
た
演
奏
を
お
届
け

で
き
る
で
し
ょ
う
。
「ド
ン

・
ジ
ョ

ヴ
ァ
と

こ
公
演
へ
、
是
非
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
　

（鈴
木

誠
）

が 2奪毛鰤寅

第
４７
回
本
公
演
に
寄
せ
て

指
揮

佐
藤

寿

一

５
年
ぶ
り
に
演
出
家
伊
藤
み
弥
さ
ん

と
組
め
て
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
み

弥
さ
ん
の
演
出
は
知
的
で

説
得
力
が

あ
り
明
快
ｃ
強
固
な
演
出
論
に
裏
打
ち

さ
れ
た
台
本
の
読
み
解
き
を
な
さ
い
ま

す
。
そ
れ
が
私
の

楽
譜
の
読
み
解
き
に

も
様
々
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
ド
さ
る
の

で
、
も
う
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
登
場
人
物
に
死
が
ま
と

わ
り
付
く
こ
の
オ
パ
フ
に
、
彼
に
は
極
め

て
珍
し
く
短
調
で

始
ま
る
序
曲
を
作

曲
し
ま
し
た
。
ア
レ
グ
ワ

」
そ
軽
快
な
ニ

長
調
に
な
る
も
の
の
、
叫
ぶ
が
如
く
開

『ド
ン

ム
ン
ョ
ヴ
ア
と

こ

公
演
に
よ
せ
て

演
出

伊
藤

み
弥

第

４３
日
本
公
演

『修
道
女
ア
イ
ン
ェ

リ
カ
』
『カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア

・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー

ナ
』
以
来
、
５
年
ぶ
り
２
度
日
の
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
が
し
ま
す
ム^
ド
ン
・ジ
ョ
ヴ
ァ
と

こ
は
、

む
か
し
私
が
さ
フ
ノ
滞
在
し
た
折
の
ス
カ

ラ
座
シ
ー
ズ
ン
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
作
品
で
し

た
。
ス
ー
ツ
を
着
た
男
が
憎
々
し
い
形
相

で
骨
付
き
肉
を
横
ざ
ま
に
噛
み
ち
ぎ
っ

て
い
る
写
真
が
強
烈
な
印
象
を
残
し
て

い
ま
す
．
あ
る
日
、
「話
の
イ
不
に
行
っ

て
み
る
か
」
と
当
日
券
を
求
め
る
行
列

に
並
び
ま
し
た
）^
凍
て
つ
く
寒
さ
の
石

始
す
る

二
短
調
の
序
奏
．
ア^
モ
ー
一弓

シ
ュ
な
雰
囲
気
は
ア」
の
時
代
の
舞
台
音

楽
の
最
高
峰
、
実
に
ド
ラ
了
ア
ィ
ッ
ク
な

音
楽
表
現
で
す
。
そ
れ
は
ド
ン
・ジ
ョ
ヴ
ァ

と

あ

劇
的
最
期
を
予
感
さ
せ
る
よ
う

で
も
あ
り
、
あ
る

い
は
人
間
の
内
面
に

渦
巻
く
業
と
理
性
の
せ
め
ぎ
合
い
を
想

起
さ
せ
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
ｃ
し
か

し
、
楽

鈍
ｍ
の
某
蒸
い
に
は

″
ド
ラ
マ
ム
ン
ョ

コ
ー
ゾ

倉
暑
劇
）
″
と
あ
る
の
で
す
。
フ」

の
逆
説
は
い
っ
た
い
何
を
語
っ
て
い
る
の

か
？

公
演
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、
答
え

合
わ
せ
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
ｃ

畳
に
立
ち
尽
く
す

こ
と
２
時
間
半
、

や
っ
と
行
列
が
動
き
出
し
、
も
う
少
し

で
窓
日
だ
…
と
思
っ
た
瞬
間
、
ア
フ
日
は

こ
こ
ま
で
―
こ
と
係
員
の
無
情
な
声
が

聞
こ
え
ま
し
た
ｃ
ス
カ
ラ
座
に
足
を
踏

な
入
れ
る
こ
と
な
く
、
私
は
帰
国
の
途

に
つ
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
・２
年
、
今
回

は
単
な
る
勧
善
懲
悪
の
教
訓
を
越
え
、

キ
ャ
ス
ト
＆
ス
タ
ッ
フ

丸^
と
な
っ
て
、
３‐

歳
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
目
指
し
た

〈ド
ラ

マ
。
ジ
ョ
コ
ー
ゾ
〉
の
本
質
を
求
め
て
挑

戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
に
―

キ

ャ
ス
ト

ll台オペラ協会に仲間入りさせていただいての初舞台は、オ

ペラコンサートでのジョヴアンニとの愛の二重唱であつたと記憶

している。このオペラの物語は大学時代から理解していたはず

が、抜粋だったからか、歌うことでT杯だつたからか、恋人と
の甘い二重唱としヽう受け止めが強かつた。

このたび、長い時を経て (笑 )、 念願のツェルリ=ナ役に。た

くさんの素晴らしいゲストに支えられながら、また、寿―先生、

み弥さんにご指導いただきながら、魅力的で生命力あふれる女

性を演じられたら、と願う今日この頃。

はるか遠い故郷から、ドン・ジヨヴアンニを

追いかけてやつてきたドンナ・エルヴィラ。自

分を裏切つた男への復曽とそこに隠れる未練の

思いから、エルヴィラはジョヴアンニの行く先々

に現れ、徹底して邪魔をします。彼に愛された

い、そうでないなら思い矢□らせてやるという工

ルヴィラが、何とかして彼を破減から救いたい

という心境に至るまでを歌い、演じられたら、

と思つています。
工藤 留理子横山 も`ずみ
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仙台オペ鶏会合唱団の活動
ゲスト

この度初めて公演に関わらせていただきます、深瀬廉と

申します。この作品にはこれまでに5回関わっていますが、

全幕日本語で歌唱するのは初めてです。当初はレチタ

ティーヴォの台詞回しやフィナーレの歌口H表現の難しさな

どに苦戦していましたが、支えてくださる方々のおかげで、

下人称が「わしJの ドン・ジョヴァンニにもようやく馴染ん

できました。公演まであと少し、自分自身に正直に生きるドン・ジョヴァンニをご

期待ください。

山形県出身。東京藝術大学卒業、同大学院修士課程修了、文化庁新進芸術家海

外研修制度研修生としてベルリン芸術大学大学院オペラ科並びにしOK科修了。
第 91回日本音楽コンクール声楽部門第2位など受賞多数。国内外のオペラや演

奏会にてソリストを務め、これまでベルリン交響楽団らと共演。現在、山形大学講師。

この「ドン・ジョヴァンニJは私にとって思い出深く、初め

てタイトルロールを演じたオペラでもありますcこの度はそ

のタイトルロール、 ドン・ジョヴァンニを陰ながら支える従
者レポレッロを演じることとなりました。早い言い回しも多

く大変ですが、日本語上演という特性を生かし、縦横無尽

に舞台上を駆けたいと思っておりますc

国立音楽大学卒業。同大学院音楽研究科修士課程オペラコース修了。これまで

に Fフィガロの結婚』アルマヴィーヴア伯爵、『ドン・ジ∃ヴアンニ」タイトルロール

『リータ』ガスパロ、『ラ・ボエームJショナール Fこうもり』ファルケ、『カーリュー

リヴアー』渡守 Fカルメン』モラレスを歌う。藤原歌劇団団員。

歴史ある仙台オペラ協会様の公演に出演することができ

幸せに思います。ドン・ジョヴァンニはモーツァルトのオペラ

の中でも特にドラマチックな作品であり、r/tを揺さぶる名作

です。また奇しくも私が大学院でデヴューしたオペラでもあり

ます。私を含め東北人らしい粘りある伸びやかな声で、お客

様の心に届く演奏を心掛けます。どうぞお楽しみください。

福島県会津坂下町出身。国立音楽大学卒業。同大学大学院オペラコース修了。

これまでに多数のオペラに出演。またベートーヴェン作曲「第九J、 フォーレ作曲

「レクイエムJ等でもバリトンソリストを務める。□―タリー財団国際親善奨学生と

してイタリア、ミラノに留学。数々のコンサートやオペラに出演、研鑽を積むc

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
き
た
と
は
い
え
、
ま

だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
、
岩
瀬
先

生
、
中
村
先
生
の
優

し
い
ご
指
導

の
下
、
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
で
、
声
が
出
し
に
く
か
っ
た
り
、

表
情
が
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
り
で
、
苦
戦
し
て

い
ま
す
じ

昨
年
の
公
演

７

ジ

。
フ
ァ
ン

・
ト
ゥ
ノ
こ

で
は
、
稽
古
場
所
を
転
々
と
し
、
強
烈
な
ダ
メ

出
し
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
舞
台
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
き
ま
し
た
。
公
演
が
終
わ
っ
て
す
ぐ
に

演
出
家
か
ら
、
笑
顔
の
拍
手
で
、
「良
か
っ
た

よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
演
技
と
は
何
か
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
素
敵
な

時
間
で
し
た
。

「春
の
イ
ビ
ア
ル
メ
ッ
ツ
こ

で
は
、
「舟
唄
」

「愛
の
妙
薬
」
を
と
て
も
楽
し
く
歌
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
ｃ

「ド
ン

ム
ン
ョ
ヴ
ァ
と

こ
の
楽
譜
を
見
た
時

思
わ
ず

「歌
う
と
こ
、
１６
小
節
だ
け
？
こ
と
思

い
ま
し
た
が
、
場
中
の
演
技
に
も
、
し
っ
か
り
稽

古
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
総
会

↑
フ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー

ト
）
で
も
歌
え
る
、
青
葉
の
風
〓
フ
ス

（プ
レ
企

画
）
で
も
歌
え
る
の
で
、
や
る
気
満
々
で
す
。

歌
う
こ
と
が
好
き
、
舞
台
が
好
き
な
楽
し

い
仲
間
た
ち
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
．

（福
原

洋
子
）

大内 美佳

宮城県出身。東京藝術大学音楽

学部声楽科卒業。聖徳大学大学院

音楽文化研究科音楽表現専攻声楽

コース博士課程前期修了。これま

でに中村優子、島崎智子、高橋大

海の各氏に師事。仙台フィルハー

モニー管弦楽団との共演や、様々

な演奏会に出演。現在、日本声楽

アカデミー会員。二期会準会員。

回
目
国
圏

‐９
期
生
報
告

一
一
一
墨

で
、
若
々
し
い
、
流
れ
る
よ
う
な
動

作
の
中
に
、
恋
人
へ
の
心
の
迷
い
も

織
り
交
ぜ
て
の
舞
台
に
、
二
人
の

努
力
が
よ
く
現
れ
、
演
じ
る
楽
し

さ
を
共
に
味
わ
っ
た
様
子
で
し
た
。

今
後
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

現
在
、
二
年
目
に
入
り
、
ベ
ン

ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
冒
頭
の
場
面
を
、ヘ
ン
ゼ
ル

野̈
田
、グ
レ
ー
ア
ル
¨

菊
池
で
ｃ
日
本
語
を
最
大
限
響
か
せ
な
が
ら
、
兄
妹
の
仲
の
良
さ

を
ど
う
出
せ
る
か
等
々
、
１０
月
１
日
の
発
表
会
を
め
ざ
し
、
懸
命

に
練
習
中
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（姉
歯

け
い
子
）

オ
ペ
協
情
報
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
に
つ
い
て

６
月
よ
り
仙
台
オ
ざ
フ
協
会
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
は
９
月
の
本
公
演
に
向
け
た
稽
古
の
様
子
を
お
伝
え
し
て
い
ま

す
。
小
道
具
紹
介
や
キ
ャ
ス
ト
の
魅
力
も
配
信
し
て
い
く
予
定
で

す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

「仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
」
と
検
索
し
て
く
だ

さ
い
ね
。
フ
ォ
ロ
ー
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
〔共
大
河
原

宣
（歩
）

新演奏部会員紹介



第 49号 仙 台 オ ペ ラ協 会 会 報 令和 5年 8月 1日 (4)

～ ～

去る6月 18日 (日 )テ ンザホテル仙台

ステーションに於いて社員総会を開催c

全議案異議なく承認されました。

2022年度は、文化庁よリコロナ禍から

立ち直るための補助 600万円を受けた

ことや元理事の應和恵子さんから多額

の寄付を頂いたこと等により、おかげさ

まで黒字決算となりました。

今年は4年ぶりに、総会後のコンサー

トを開催し、多くの皆さんに参加してい

ただき楽しい時間を過ごすことが出来

ました。

2022年度事業報告 (主なもの)

6月 25日 第一回理事会・定時社員総会

8月 1日 会報第48号発行

9月 18日～ 第46回公演「コジ・フアン・トゥッテ」
9月 19日 (日 立システムズホール仙台 )

10月 16日 第 19期研究生前期発表会

2月 12日 春のインテルメッツォ公演

3月 22日 県民ロビーコンサートに出演

3月 25日 第19期生後期発表会

2023年 度事業計画 (主なもの)

6月 18日 第一回理事会・定時社員総会
ランチタイムコンサート

8月 1日 会報第49号発行

9月 17日～ 第47回 /AN演「ドン・ジヨヴアンニJ
9月 18日  (日立システムズホール仙台)

10月  第19期・20期研究生前期発表会

11月 末 第二回理事会

2月 25日 春のインテルメッツォ公演

3月 第19期・20期研究生後期発表会

3月末 第三回理事会

*財政基盤の強化に努める
*各種の公演依頼には、積極的に応じる
*会員力日入の促進に努める

役員紹介

2023年度 社員定時総会開催 さゎ略

I山台オペラ協会2022年度 損益計算書

〈科 目〉
会 費 合 計

債 助会 員個人)

償 助会員法人)

(社  員 会 費 )
lIJF究 生 会 司

(合 唱 国 会 勤

時中レメッッォ＞幸』雌岬付躊』

賜

鉢

［

広

共

助

糊

寄

蜘

雑

〈決算額〉

2,750,000
917,00争

45中`000
330‐ 000

120`000

ア33,000

3,527,400
2,ア 53.9争 t‐

l

アFl.500

1,245,000

1,800,000

7,400,000
55,000
5,484,625

9
162,060

(演奏部会員)

文化庁補助金等

寄付金、特別会費

楽譜代、D∨D代等

考〉〈備

収 入 合 計 22,424,094

出

音

文

会

賃

舞

謝

事

印

記

福

通

水

旅

租

広

会

制

運

消

家

賃

り

支

雑

〈科 目〉
演

楽

芸

場

借

台

費

費

費

費

費

費

金

費

費

費

費

費

費

費

課

費

費

費

費

費

賃

金

料

料

費

口
ｍ

　

生

　

熱

通

公

伝

　

経

　

□ｍ

　

ス

数

翻
刷
録
僻
信
酬
肇
税
鵠
議
儲
搬
耗
　
　
一肝

く決算額)

1,965,279

1,280,160

1,062,646

1,565,430

554,695
3,776,411

319,685
64,970
796,165
477,468
9,959

280,983
124,489

1,712,030

86,600

784,960
26,891

254,624
206,947
0

308,748
2,388,350

55,136

13,189

33,410

(備 考〉
指揮者、ソリスト等出演料

稽古ヒ
゜
〃、コレペティ費等

演出料、舞台監督費等

公演会場費

稽古場借料等

舞台製作費

研究生指導料等

フ
゜
リンタインク代等

プログラム、チラシ等印刷代

DVD録画費、記録写真費

郵便料等

事務局電気、ガス、水道代

出演者等交通費、宿泊費

法人市民税等

新聞広告代等

理事会経費等

消毒液、スタッフ弁当代等

公演道具運搬費

事務局家賃

事務局員人件費等

コピー機リース料

銀行等振込手数料等

慶弔費、D∨DoCD購入費等

支 出 合 計 18,149,225

会 長 藤 1=三 郎 助

副会長 ― 力  雅 彦
〃 亀 丼  淳―

理 事 姉 歯 けい子

〃 大 」ヨ 健 二
〃 菊 地  文 博
〃 佐 藤  淳―
〃 末 光  員 希
〃 鈴木   誠
〃 鈴 木  道 子
〃 八木   洵

監 事 熊 谷  員 人
〃 三 島  卓 郎

顧 間 亀 丼  昭伍
〃 青 木  茂 之

事務局長 庄 子  真 希

藤崎代表取締役社長

河北新報社代表取締役社長

カメイ取締役本国談役

元オペラ協会演奏部会員

元オペラ協会演奏部会員

元宮城県議会議員

オペラ協会演奏部会員

前宮城学院女子大学学長

オペラ協会演奏部会員

尚綱学院大学学長

エイトリー 社長
税理士

弁護士

前オペラ協会会長

前オペラ協会副会長

いよいよ今年は、インテル→総会コンサート→プレ企画→本公演と、コロナ禍前に例年行っていた公演とコンサートが全て復活 |

様々な団体からコンサートの依頼も届いている。よい音楽を!よいステージを!お客様に感動を|            (鈴 木 誠)

2023年度収支予算書

〈科 目〉
前 期 繰 越 金

会 費 合 計

(賛助会 員個人)

(賛助会 員法人)

(社 員 会 費 )
(研 究 生 会 鋤

(合 唱 団 会 費 )

入 場 料 合 計

(本  公 演 )
(インテルメッツォ)

広  告  費
共  催  金
助  成  金
業 務 受 託 料

受 取 利 息

雑収入。未収金

付栄
可

(予算額〉

3,700,000
2,440,000

800,000

440,000

540,C,00

こ3.争00

600.000

4,707,500

3.837.500

3ア 0.0● 0

1,200,000

1,800,000

4,400,000
0

2,800,000

10

150,000

収 入 合 計 21,19フ ,510

費

費

費

費

費

費

金

費

費

費

費

費

費

費

課

費

費

費

費

費

賃

金

料

料

費

費

［

演

楽

芸

場

借

台

　

赫

刷

録

は

信

］

り

は

導

議

嚇

搬

鯛

　

　

・ ス
・］

　

備

出

音

文

会

賃

舞

謝

事

印

記

福

通

水

旅

租

広

会

制

運

消

家

賃

り

支

雑

予

〈予算額〉

2,760,000

1,090,000

1,555,000

1,620,000

465,000
5,287,000

200,000
45,000

850,000
412,000
10,000

275,000
150,000

1,720,000

90,000

870,000
25,000

265,000
200,000
13,000

300,000
2,670,000

60,000

15,000

50,000

200,510

支 出 合 計 21,197,510

☆袋羮納入のお願い☆●本年度会費が本納の方は■お早めに納入くださいま

…

.う0願いいたします|


